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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部が背部方向に向かう傾斜姿勢で回転軸線を中心に回転可能な傾斜円盤、およびこの
傾斜円盤の前面との間で硬貨類を貯留するホッパ枠を有する貯留ホッパ部と、
　前記傾斜円盤の円周方向に沿って所定ピッチで配置されるとともに前記傾斜円盤の前面
側へ突出され、前記傾斜円盤の回転時に硬貨類１枚を保持して前記傾斜円盤の上部域に掻
き上げるとともに前記傾斜円盤の周縁外方へ繰り出す複数の硬貨類掻上げ繰出突起部と、
　前記傾斜円盤の上部域において前記傾斜円盤の周縁外方へ硬貨類を繰り出す硬貨類繰出
口を構成し、前記硬貨類掻上げ繰出突起部で繰り出す硬貨類を前記傾斜円盤の周縁外方へ
案内する硬貨類ガイド部材と、
　前記硬貨類繰出口の後段に設けられた硬貨類通路と、
　前記硬貨類繰出口から前記硬貨類通路に繰り出された硬貨類を１枚ずつ区分け状態で搬
送する硬貨類搬送体と、
　前記傾斜円盤の周縁外方位置において前記硬貨類繰出口に臨んで設けられ、前記傾斜円
盤の回転軸線と平行な回転軸線を中心に回転可能とする回転面部と、この回転面部におけ
る回転軸線からの所定半径域に少なくとも１個設けられ、前記回転面部から前面側へ所定
量突出し、前記硬貨類繰出口から繰り出される硬貨類に当接し、この硬貨類を１枚ずつ分
離状態で搬送して前記硬貨類搬送体に受け渡す受渡突起を有する受渡円板と
　を具備していることを特徴とする貯留硬貨類繰出分離搬送装置。
【請求項２】
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　前記傾斜円盤の前面において前記傾斜円盤の回転軸線からの第１の所定半径域に形成さ
れ、硬貨類の周縁が厚み方向に１枚載る硬貨類周縁保持部と、
　前記傾斜円盤の前面において前記硬貨類周縁保持部より半径方向外方に形成され、前記
硬貨類周縁保持部からの半径方向寸法が処理する最大硬貨類径より少し大きい寸法とされ
て硬貨類の背面を保持する硬貨類面保持部とを具備し、
　前記硬貨類掻上げ繰出突起部は、前記硬貨類面保持部における前記傾斜円盤の回転軸線
からの距離が第１の所定半径域より大きい所定半径域に配置され、
　前記硬貨類ガイド部材は、前記傾斜円盤の上部域において前記硬貨類面保持部の前面に
近接対向して前記硬貨類周縁保持部から硬貨類を受け取り可能に配置され、前記硬貨類掻
上げ繰出突起部との間で前記硬貨類周縁保持部から受け取った硬貨類を保持して前記傾斜
円盤の周縁外方へ案内する
　ことを特徴とする請求項１記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置。
【請求項３】
　前記硬貨類掻上げ繰出突起部は、硬貨類掻上げ突起と硬貨類崩し突起とを有し、
　前記硬貨類掻上げ突起は、前記傾斜円盤の回転軸線からの距離が第１の所定半径域より
大きい第２の所定半径域に形成され、
　前記硬貨類崩し突起は、前記硬貨類面保持部における第２の所定半径域より半径方向外
方の第３の所定半径域に、円周方向に所定ピッチで配置されるとともに前記傾斜円盤の前
面側へ突出して設けられ、これら複数の硬貨類崩し突起は、前記複数の硬貨類掻上げ突起
に各々対応して前記硬貨類掻上げ突起より前記傾斜円盤の回転軸線を中心に回転方向後方
へ所定角度ずれた位置に配置される
　ことを特徴とする請求項１または２記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置。
【請求項４】
　前記硬貨類周縁保持部は、前記円周方向の複数の硬貨類掻上げ繰出突起部に対応して円
周方向に所定ピッチで形成され、これら各硬貨類周縁保持部の円周方向長さは前記傾斜円
盤の回転時に対応する前記硬貨類掻上げ繰出突起部との間で１枚の硬貨類を保持する長さ
とされ、
　これら複数の硬貨類周縁保持部間には、硬貨類を下方へ滑落させる滑落部が形成されて
いる
　ことを特徴とする請求項２記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置。
【請求項５】
　前記硬貨類繰出口を構成する硬貨類ガイド部材には、厚み方向に多層状態で送られる硬
貨類を１層にして残りを滑落させる厚み方向規制ガイド部が形成され、
　前記貯留ホッパ部は、前記硬貨類ガイド部材の厚み方向規制ガイド部から滑落する硬貨
類を受収する
　ことを特徴とする請求項１ないし４いずれか記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置。
【請求項６】
　前記硬貨類繰出口と前記硬貨類通路の入口との間には硬貨類送込用方向変換通路が設け
られ、
　前記受渡円板は、前記硬貨類繰出口と前記硬貨類送込用方向変換通路と前記硬貨類通路
の入口近傍との間に設けられ、前記傾斜円盤から繰り出される硬貨類を前記受渡突起によ
り１枚ずつ分離状態で前記硬貨類送込用方向変換通路を経由して前記硬貨類通路の硬貨類
搬送体へ送り込む
　ことを特徴とする請求項１ないし５いずれか記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置。
【請求項７】
　前記硬貨類送込用方向変換通路は、前記傾斜円盤における左右方向の一方側へ向けて前
記硬貨類繰出口から繰り出される硬貨類を方向変換して左右方向の他方側へ送り出す略Ｕ
字形に形成され、
　前記硬貨類通路の始端域は、前記硬貨類送込用方向変換通路に続けて左右方向の他方側
に向かう左右方向通路域を有し、この左右方向通路域に異物を分離する異物分離部が形成
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され、
　前記貯留ホッパ部は、前記異物分離部で分離される異物を受収可能とし、少なくとも下
部域が異物を放出するために開放可能とする
　ことを特徴とする請求項６記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置。
【請求項８】
　機体を具備し、
　前記貯留ホッパ部は機体幅方向中央域に設けられるとともに、前記硬貨類通路は機体幅
方向に沿って設けられ、
　この硬貨類通路は、前記硬貨類送込用方向変換通路に接続されて前記貯留ホッパ部より
上方域を機体幅方向の一方側から他方側へ硬貨を搬送する第１通路域、硬貨の搬送方向を
第１通路域末端から上方へ向かうとともに機体幅方向の一方側へ向けて折り返す折返し通
路域、この折返し通路域末端から機体幅方向の一方側へ向けて硬貨を搬送する第２通路域
を備え、前記第１通路域には硬貨類識別部が設けられ、前記第２通路域には種類別硬貨類
分岐部が設けられた
　ことを特徴とする請求項６記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、傾斜円盤を用いて硬貨類を繰り出すとともにこの硬貨類を１枚ずつ分離して
搬送する貯留硬貨類繰出分離搬送装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の貯留硬貨類繰出分離搬送装置の例として硬貨を扱う貯留硬貨繰出分離搬送装置は
、上部が背部方向に向かう傾斜姿勢の傾斜円盤およびこの傾斜円盤の前面との間で硬貨を
貯留するホッパ枠で構成される貯留ホッパ部を備えているとともに、この貯留ホッパ部の
傾斜円盤から繰り出される硬貨を１枚ずつ受け入れて搬送する硬貨通路を備えている。
【０００３】
　傾斜円盤には、傾斜円盤の回転中心軸から所定半径域までに内円面域が形成され、この
内円面域外周から傾斜円盤外周までにリング状の外輪面域が形成されている。内円面域の
面は外輪面域の面より所定厚み寸法（処理する最小厚硬貨の厚み寸法よりやや小の厚み寸
法）分だけ前面側へ突出されていて、この内円面域と外輪面域との境界面には硬貨が厚み
方向に１枚載る境界周縁部が形成されている。
【０００４】
　傾斜円盤の外輪面域の所定半径域には、円周方向に沿って所定ピッチで貫通孔が形成さ
れている。各貫通孔には各硬貨掻上げ突起が配置され、各硬貨掻上げ突起は傾斜円盤の裏
面に固定された各板ばねで外輪面域の前面側へ突出する方向に付勢されている。
【０００５】
　そして、傾斜円盤の回転により、硬貨掻上げ突起で傾斜円盤の下部域の硬貨を境界周縁
部との間で保持しながら回転円板の上部域に掻き上げ、硬貨通路の始端に繰り出す。この
硬貨の掻上げ時に、硬貨掻上げ突起が硬貨詰まりによる無理な負荷を生じると、硬貨掻上
げ突起は板ばねのばね力に抗して外輪面域から退避する。
【０００６】
　また、硬貨通路の始端は、傾斜円盤の上部域であって硬貨掻上げ突起と境界周縁部とに
よって硬貨を保持して移動する領域に形成されている。この硬貨通路は、外輪面域の前面
に近接対向して境界周縁部から硬貨を受け取るとともに硬貨掻上げ突起との間で硬貨を保
持して傾斜円盤の周縁外方へ案内する硬貨ガイド部材を備えている。さらに、この硬貨ガ
イド部材より上部域で外輪面域の前面に対向されるとともに硬貨通路の前面域に沿って対
向される搬送ベルトが張設され、この搬送ベルトにより硬貨を１枚ずつ区分け状態で搬送
する。
【０００７】
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　そして、傾斜円盤の回転により境界周縁部と硬貨掻上げ突起とで保持されて上昇してき
た硬貨を硬貨ガイド部材で受け取ってこの硬貨ガイド部材と硬貨掻上げ突起との保持に変
化することにより、回転する搬送ベルトにより硬貨を１枚ずつ区分け状態で硬貨通路に沿
って搬送する。
【０００８】
　また、硬貨通路の始端前段の近傍位置には、硬貨を傾斜円盤の外輪面域と搬送ベルトと
の間へ確実に１枚ずつ送り込めるようにするために、傾斜円盤の外輪面域の前面に臨んで
硬貨の通過を厚み方向に１枚に規制する硬貨１枚規制部が設けられている（例えば、特許
文献１参照。）。
【特許文献１】特開２００３－１８７２８８号公報（第４－７頁、図１－４）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、硬貨１枚規制部へ至る２枚重なり硬貨が、硬貨１枚規制部で１層になら
ずに詰まることがある。また、硬貨通路の始端において、硬貨が傾斜円盤の外輪面域と搬
送ベルトとの間へ進入するときにも、硬貨の進入が停滞し、傾斜円盤の外輪面域と搬送ベ
ルトとの間で詰まることがある。
【００１０】
　このように、従来は、硬貨１枚規制部や硬貨通路の始端において硬貨詰まりが生じやす
いという第１の問題がある。
【００１１】
　また、そうした硬貨詰まりは、傾斜円盤とホッパ枠とで構成される貯留ホッパ部に収容
する硬貨収容量にも影響があり、仮に、傾斜円盤の下部域の１／２程度まで硬貨を収容し
たとすると、硬貨が多層状態のまま硬貨１枚規制部へ送り込まれ、１層状態にできずに硬
貨詰まりが多発しやすくなり、硬貨詰まりを少なくするには傾斜円盤の下部域の１／３程
度にしか硬貨は収容できない。そのため、従来において、貯留ホッパ部の硬貨収容量を増
やそうとすれば、傾斜円盤の径を大きくしなければならず、貯留ホッパ部が大形となる。
【００１２】
　このように、従来は、貯留ホッパ部への硬貨収納量を増やそうとすれば、貯留ホッパ部
が大形化してしまうという第２の問題がある。
【００１３】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、硬貨類詰まりを防止でき、貯留ホッパ
部を大形化せずに硬貨収納量を増加できる貯留硬貨類繰出分離搬送装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　請求項１記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置は、上部が背部方向に向かう傾斜姿勢で回
転軸線を中心に回転可能な傾斜円盤、およびこの傾斜円盤の前面との間で硬貨類を貯留す
るホッパ枠を有する貯留ホッパ部と、前記傾斜円盤の円周方向に沿って所定ピッチで配置
されるとともに前記傾斜円盤の前面側へ突出され、前記傾斜円盤の回転時に硬貨類１枚を
保持して前記傾斜円盤の上部域に掻き上げるとともに前記傾斜円盤の周縁外方へ繰り出す
複数の硬貨類掻上げ繰出突起部と、前記傾斜円盤の上部域において前記傾斜円盤の周縁外
方へ硬貨類を繰り出す硬貨類繰出口を構成し、前記硬貨類掻上げ繰出突起部で繰り出す硬
貨類を前記傾斜円盤の周縁外方へ案内する硬貨類ガイド部材と、前記硬貨類繰出口の後段
に設けられた硬貨類通路と、前記硬貨類繰出口から前記硬貨類通路に繰り出された硬貨類
を１枚ずつ区分け状態で搬送する硬貨類搬送体と、前記傾斜円盤の周縁外方位置において
前記硬貨類繰出口に臨んで設けられ、前記傾斜円盤の回転軸線と平行な回転軸線を中心に
回転可能とする回転面部と、この回転面部における回転軸線からの所定半径域に少なくと
も１個設けられ、前記回転面部から前面側へ所定量突出し、前記硬貨類繰出口から繰り出
される硬貨類に当接し、この硬貨類を１枚ずつ分離状態で搬送して前記硬貨類搬送体に受
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け渡す受渡突起を有する受渡円板とを具備しているものである。
【００１５】
　請求項２記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置は、請求項１記載の貯留硬貨類繰出分離搬
送装置において、前記傾斜円盤の前面において前記傾斜円盤の回転軸線からの第１の所定
半径域に形成され、硬貨類の周縁が厚み方向に１枚載る硬貨類周縁保持部と、前記傾斜円
盤の前面において前記硬貨類周縁保持部より半径方向外方に形成され、前記硬貨類周縁保
持部からの半径方向寸法が処理する最大硬貨類径より少し大きい寸法とされて硬貨類の背
面を保持する硬貨類面保持部とを具備し、前記硬貨類掻上げ繰出突起部は、前記硬貨類面
保持部における前記傾斜円盤の回転軸線からの距離が第１の所定半径域より大きい所定半
径域に配置され、前記硬貨類ガイド部材は、前記傾斜円盤の上部域において前記硬貨類面
保持部の前面に近接対向して前記硬貨類周縁保持部から硬貨類を受け取り可能に配置され
、前記硬貨類掻上げ繰出突起部との間で前記硬貨類周縁保持部から受け取った硬貨類を保
持して前記傾斜円盤の周縁外方へ案内するものである。
【００１６】
　請求項３記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置は、請求項１または２記載の貯留硬貨類繰
出分離搬送装置において、前記硬貨類掻上げ繰出突起部は、硬貨類掻上げ突起と硬貨類崩
し突起とを有し、前記硬貨類掻上げ突起は、前記傾斜円盤の回転軸線からの距離が第１の
所定半径域より大きい第２の所定半径域に形成され、前記硬貨類崩し突起は、前記硬貨類
面保持部における第２の所定半径域より半径方向外方の第３の所定半径域に、円周方向に
所定ピッチで配置されるとともに前記傾斜円盤の前面側へ突出して設けられ、これら複数
の硬貨類崩し突起は、前記複数の硬貨類掻上げ突起に各々対応して前記硬貨類掻上げ突起
より前記傾斜円盤の回転軸線を中心に回転方向後方へ所定角度ずれた位置に配置されるも
のである。
【００１７】
　請求項４記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置は、請求項２記載の貯留硬貨類繰出分離搬
送装置において、前記硬貨類周縁保持部は、前記円周方向の複数の硬貨類掻上げ繰出突起
部に対応して円周方向に所定ピッチで形成され、これら各硬貨類周縁保持部の円周方向長
さは前記傾斜円盤の回転時に対応する前記硬貨類掻上げ繰出突起部との間で１枚の硬貨類
を保持する長さとされ、これら複数の硬貨類周縁保持部間には、硬貨類を下方へ滑落させ
る滑落部が形成されているものである。
【００１８】
　請求項５記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置は、請求項１ないし４いずれか記載の貯留
硬貨類繰出分離搬送装置において、前記硬貨類繰出口を構成する硬貨類ガイド部材には、
厚み方向に多層状態で送られる硬貨類を１層にして残りを滑落させる厚み方向規制ガイド
部が形成され、前記貯留ホッパ部は、前記硬貨類ガイド部材の厚み方向規制ガイド部から
滑落する硬貨類を受収するものである。
【００１９】
　請求項６記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置は、請求項１ないし５いずれか記載の貯留
硬貨類繰出分離搬送装置において、前記硬貨類繰出口と前記硬貨類通路の入口との間には
硬貨類送込用方向変換通路が設けられ、前記受渡円板は、前記硬貨類繰出口と前記硬貨類
送込用方向変換通路と前記硬貨類通路の入口近傍との間に設けられ、前記傾斜円盤から繰
り出される硬貨類を前記受渡突起により１枚ずつ分離状態で前記硬貨類送込用方向変換通
路を経由して前記硬貨類通路の硬貨類搬送体へ送り込むものである。
【００２０】
　請求項７記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置は、請求項６記載の貯留硬貨類繰出分離搬
送装置において、前記硬貨類送込用方向変換通路は、前記傾斜円盤における左右方向の一
方側へ向けて前記硬貨類繰出口から繰り出される硬貨類を方向変換して左右方向の他方側
へ送り出す略Ｕ字形に形成され、前記硬貨類通路の始端域は、前記硬貨類送込用方向変換
通路に続けて左右方向の他方側に向かう左右方向通路域を有し、この左右方向通路域に異
物を分離する異物分離部が形成され、前記貯留ホッパ部は、前記異物分離部で分離される
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異物を受収可能とし、少なくとも下部域が異物を放出するために開放可能とするものであ
る。
【００２１】
　請求項８記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置は、請求項６記載の貯留硬貨類繰出分離搬
送装置において、機体を具備し、前記貯留ホッパ部は機体幅方向中央域に設けられるとと
もに、前記硬貨類通路は機体幅方向に沿って設けられ、この硬貨類通路は、前記硬貨類送
込用方向変換通路に接続されて前記貯留ホッパ部より上方域を機体幅方向の一方側から他
方側へ硬貨を搬送する第１通路域、硬貨の搬送方向を第１通路域末端から上方へ向かうと
ともに機体幅方向の一方側へ向けて折り返す折返し通路域、この折返し通路域末端から機
体幅方向の一方側へ向けて硬貨を搬送する第２通路域を備え、前記第１通路域には硬貨類
識別部が設けられ、前記第２通路域には種類別硬貨類分岐部が設けられたものである。
【発明の効果】
【００２２】
　請求項１記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置によれば、傾斜円盤の周縁外方位置におい
て硬貨類繰出口に臨んで受渡突起を設けることにより、この受渡突起が硬貨類繰出口から
繰り出される硬貨類に当接し、この硬貨類を１枚ずつ分離状態で搬送して硬貨類搬送体に
受け渡し、この硬貨類搬送体により硬貨類を確実に１枚ずつ区分け状態で搬送できるので
、硬貨類詰まりの発生を防止でき、貯留ホッパ部を大形化せずに硬貨収納量を増加できる
とともに硬貨類通路での硬貨類の処理を確実にできる。さらに、傾斜円盤の周縁外方位置
において硬貨類繰出口に臨んで受渡円板を設け、この受渡円板には傾斜円盤の硬貨類面保
持部と略面一で傾斜円盤の回転軸線と平行な回転軸線を中心に回転可能とする回転面部を
設け、この回転面部における回転軸線からの所定半径域には回転面部から前面側へ所定量
突出するとともに回転面部側への押圧時に回転面部内へ埋没可能とする少なくとも１個の
受渡突起を設けることにより、この受渡突起が硬貨類繰出口から繰り出される硬貨類に当
接してこの硬貨類を１枚ずつ分離状態で硬貨類通路へ向けて搬送できる。
【００２３】
　請求項２記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置によれば、請求項１記載の貯留硬貨類繰出
分離搬送装置の効果に加えて、傾斜円盤の回転により、傾斜円盤の硬貨類面保持部に背面
が保持される硬貨類を硬貨類周縁保持部と硬貨類掻上げ繰出突起部との間で１枚保持して
傾斜円盤の上部域に掻き上げ、この硬貨類を硬貨類周縁保持部から硬貨類ガイド部材が受
け取り、この硬貨類ガイド部材と硬貨類掻上げ繰出突起部との間で硬貨類を１枚保持して
硬貨類繰出口から傾斜円盤の周縁外方へ繰り出し、この硬貨類繰出口から繰り出される硬
貨類に受渡突起が当接してこの硬貨類を１枚ずつ分離状態で硬貨類通路へ向けて搬送でき
る。特に硬貨類径が大のものから小のものまで混在していても硬貨類は１枚ずつ分離状態
で硬貨類通路へ向けて搬送され、硬貨類詰まりの発生が防止される。
【００２４】
　請求項３記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置によれば、請求項１または２記載の貯留硬
貨類繰出分離搬送装置の効果に加えて、傾斜円盤から外方へ硬貨類を繰り出す硬貨類繰出
口に至る域、あるいは硬貨類繰出口の近傍域などにおいて、硬貨類周縁保持部と硬貨類掻
上げ突起との間で硬貨類のブリッジが生じても、硬貨類崩し突起により硬貨類のブリッジ
を崩すことができ、硬貨類詰まりを防止できる。
【００２５】
　請求項４記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置によれば、請求項２記載の貯留硬貨類繰出
分離搬送装置の効果に加えて、硬貨類掻上げ繰出突起部と硬貨類周縁保持部とで硬貨類を
保持して掻き上げる際、ブリッジ状になった２枚の一方が滑落部を通じて早い時点で確実
に落下させ、硬貨類掻上げ繰出突起部と硬貨類周縁保持部との間に１枚の硬貨類のみを保
持して硬貨類繰出口へ送ることができ、硬貨類繰出口近傍において硬貨類掻上げ繰出突起
部と硬貨類周縁保持部との間に硬貨類が詰まるのを防止できる。
【００２６】
　請求項５記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置によれば、請求項１ないし４いずれか記載
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の貯留硬貨類繰出分離搬送装置の効果に加えて、硬貨類繰出口を構成する硬貨類ガイド部
材の厚み方向規制ガイド部により、厚み方向に多層状態で送られる硬貨類を１層にして受
渡円板へ送るとともに残りの硬貨類を滑落させるので、受渡円板で硬貨類を１枚ずつ分離
状態で硬貨類通路へ搬送でき、硬貨類繰出口付近において硬貨類詰まりが発生するのを防
止できる。また、厚み方向規制ガイド部から滑落した硬貨類を貯留ホッパ部に受収するの
で、滑落した硬貨類も繰り出すことができる。
【００２７】
　請求項６記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置によれば、請求項１ないし５いずれか記載
の貯留硬貨類繰出分離搬送装置の効果に加えて、硬貨類繰出口と硬貨類通路の入口との間
に硬貨類送込用方向変換通路を設けたので、貯留ホッパ部と硬貨類通路が装置の幅方向に
併置されることがなく、貯留ホッパ部の上部に硬貨類通路の一部を設けることができ、小
形化できる。
【００２８】
　請求項７記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置によれば、請求項６記載の貯留硬貨類繰出
分離搬送装置の効果に加えて、硬貨類通路部の始端域の左右方向搬送域に異物分離部を設
け、この異物分離部で分離した異物を貯留ホッパ部に受収するので、異物が硬貨類通路の
後段へ送られることがなく、異物が硬貨類通路の後段へ送られて詰まりを生じるのを防止
できる。また、貯留ホッパ部に受収された異物は、貯留ホッパ部の開放によって放出でき
る。そのため、異物が詰まることなく返却できる。
【００２９】
　請求項８記載の貯留硬貨類繰出分離搬送装置によれば、請求項６記載の貯留硬貨類繰出
分離搬送装置の効果に加えて、硬貨類通路が、機体幅方向の第１通路域および第２通路域
、これら第１通路域と第２通路域とを接続する折返し通路域を備えるので、硬貨類通路の
全体通路長が長いにもかかわらず機体幅方向長さが短くなり、機体を小形にできるととも
に、機体の前面から硬貨類通路の全体の保守ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　以下、本発明の一実施の形態を図面を参照して説明する。
【００３１】
　図１ないし図２７に第１の実施の形態を示す。
【００３２】
　図１、図２および図１４に示すように、硬貨入出金機は、機体11を有し、この機体11内
には、操作者が硬貨を投入可能とすべく操作者が向き合う機体11の前面側（図１の手前側
、図２および図１４の左側の前面11a）における幅方向中央域（左右方向中央域）に硬貨
類としての硬貨（図中には符号Ｃで示し、以下省略する）を受け入れて上部域の硬貨類繰
出口としての硬貨繰出口12から１枚ずつ繰り出す貯留ホッパ部13が配置され、この貯留ホ
ッパ部13の硬貨繰出口12から繰り出される硬貨を貯留ホッパ部13の真上域に方向変換して
搬送する硬貨類送込用方向変換通路としての硬貨送込用方向変換通路14が配置され、貯留
ホッパ部13の上方に硬貨送込用方向変換通路14を通じて１枚ずつ送り込まれる硬貨を搬送
しながら識別および分岐する硬貨類通路としての硬貨識別分類通路15が機体11の幅方向に
沿って配置され、機体11の右側に硬貨識別分類通路15から分岐される入金リジェクト硬貨
を収納する入金リジェクト硬貨収納部16が配置され、硬貨識別分類通路15の背部側にこの
硬貨識別分類通路15で金種別に分岐される硬貨を上部から受け入れて収納するとともに出
金時や回収時に下部から硬貨を１枚ずつ投出する金種別硬貨重積投出部17が機体11の幅方
向に沿って配置され、機体11の左側に硬貨識別分類通路15の末端まで搬送された硬貨を一
時保留する硬貨一括一時保留部18が配置され、この硬貨一括一時保留部18の一時保留硬貨
を下方の第１の放出側と貯留ホッパ部13側である第２の放出側とに切り換えて放出する放
出手段19が配置され、硬貨一括一時保留部18の下方に放出手段19で硬貨一括一時保留部18
から放出される一時保留硬貨を一括収納する硬貨一括収納部20が配置され、機体11の前面
側下部で幅方向中央域に金種別硬貨重積投出部17から投出される投出硬貨および貯留ホッ
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パ部13から放出される入金返却硬貨を収集する硬貨収集具21が着脱可能に配置される硬貨
収集具配置部22が設けられている。そして、貯留ホッパ部13、硬貨送込用方向変換通路14
および硬貨識別分類通路15などで貯留硬貨類繰出分離搬送装置としての貯留硬貨繰出分離
搬送装置が構成されている。
【００３３】
　そして、貯留ホッパ部13、硬貨送込用方向変換通路14、硬貨識別分類通路15は、上部が
背部方向に向かう傾斜姿勢に配置されたベース23の前面側に配置されている。したがって
、これら貯留ホッパ部13、硬貨送込用方向変換通路14、硬貨識別分類通路15、入金リジェ
クト硬貨収納部16、硬貨一括一時保留部18、硬貨一括収納部20、硬貨収集具配置部22が、
機体11の前面側に配置されている。
【００３４】
　次に、図１および図２に示すように、貯留ホッパ部13は、上部が背部方向に向かう傾斜
姿勢で回転軸線25である回転軸26を中心に回転可能な傾斜円盤27、およびこの傾斜円盤27
の前面との間で硬貨を貯留するホッパ枠28を備え、傾斜円盤27の周面上部域には傾斜円盤
27の正転により硬貨を繰り出す硬貨繰出口12が形成されている。傾斜円盤27は、ベース23
に形成された円形の開口部23aに配置されるとともにベース23の前面側と面一に配置され
、傾斜円盤用モータM1（図１６参照）の駆動で繰出回転方向である正転方向（図１反時計
回り方向）と逆転方向（図１時計回り方向）とに回転駆動する。ホッパ枠28は、ベース23
の前面側に取り付けられている。
【００３５】
　ホッパ枠28の少なくとも下部域には放出口29が形成され、この放出口29を閉塞する可動
ホッパ枠部30が軸部31を支点として前面側に開閉可能に設けられている。この可動ホッパ
枠部30は、可動ホッパ枠部開閉手段としての可動ホッパ枠部用モータM8（図１６参照）の
駆動によって開閉駆動する。
【００３６】
　傾斜円盤27の前面には、中央域に円形の高位部32が形成され、この高位部32の外周域に
高位部32より処理する硬貨のうちの最小硬貨厚みより少し小さい寸法だけ低い低位部33が
形成されている。傾斜円盤27の回転軸線25からの第１の所定半径域r1であって、高位部32
と低位部33との段差部には、硬貨の周縁が厚み方向に１枚載る硬貨類周縁保持部としての
硬貨周縁保持部34が形成されている（図４(b)参照）。この硬貨周縁保持部34より半径方
向外方であって、低位部33には、硬貨周縁保持部34からの半径方向寸法が処理する硬貨の
うちの最大硬貨径より少し大きい寸法とされて硬貨の背面を保持する硬貨類面保持部とし
ての硬貨面保持部35が形成されている。
【００３７】
　硬貨面保持部35における回転軸線25からの第２の所定半径域r2には、傾斜円盤27の前面
側へ突出する複数の硬貨類掻上げ突起としての硬貨掻上げ突起36が円周方向に所定ピッチ
で固定配置されている。各硬貨掻上げ突起36は、傾斜円盤27の正転時に、処理する最大硬
貨径から最小硬貨径までのいずれの硬貨であっても硬貨周縁保持部34との間で硬貨１枚を
保持して傾斜円盤27の上部域に掻き上げることができる。硬貨掻上げ突起36は、図３に示
すように、傾斜円盤27の正転時に、回転方向に対向して硬貨に接触する金属製のピン37と
後続するガイド部38とを有し、この金属製のピン37により硬貨掻上げ突起36の摩耗を低減
できる。この正転方向に対するピン37に対して反対方向側のガイド部38は、硬貨面保持部
35からピン37の先端に向けて傾斜状で樹脂製のガイド部位38a、このガイド部位38aと同じ
く樹脂製でガイド部位38aとピン37とを接続する接続部位38b，38bで構成され、傾斜円盤2
7を逆転させる処理時に、このガイド部38により硬貨がピン37に引っ掛かるのを防止して
硬貨詰まりが発生するのを防止できる。
【００３８】
　硬貨面保持部35における第２の所定半径域r2より半径方向外方の第３の所定半径域r3に
は、傾斜円盤27の前面側へ突出する複数の硬貨類崩し突起としての硬貨崩し突起39が円周
方向に所定ピッチで固定配置されている。これら複数の硬貨崩し突起39は、複数の硬貨掻
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上げ突起36に各々対応して硬貨掻上げ突起36より回転軸線25を中心に正転方向に対して後
方へ所定角度ずれた位置に配置されている。なお、硬貨崩し突起39は、硬貨掻上げ突起36
と同様にピン37とガイド部38とから構成されている。
【００３９】
　そして、これら硬貨掻上げ突起36と硬貨崩し突起39とにより硬貨を掻き上げて繰り出す
硬貨類掻上げ繰出突起部としての硬貨掻上げ繰出突起部47が構成されている。
【００４０】
　硬貨周縁保持部34は、円周方向の複数の硬貨掻上げ突起36に対応して円周方向に所定ピ
ッチで形成され、これら各硬貨周縁保持部34の円周方向長さは傾斜円盤27の正転時に対応
する硬貨掻上げ突起36との間で１枚の硬貨を保持する長さとされている。図１および図４
(a)に示すように、これら複数の硬貨周縁保持部34間には、高位部32と低位部33との段差
部を傾斜面として、硬貨を下方へ滑落させる滑落部40が形成されている。
【００４１】
　傾斜円盤27の上部域において、傾斜円盤27の周縁外方つまり傾斜円盤27の正転方向に対
応した左方向へ硬貨を繰り出す硬貨繰出口12を構成する上下の硬貨類ガイド部材としての
硬貨ガイド部材41，42が配置されている。上側である一方の硬貨ガイド部材41は、ホッパ
枠28より突出する傾斜円盤27の上部域から硬貨繰出口12にかけて、傾斜円盤27の前面より
突出して配置されている。
【００４２】
　下側である他方の硬貨ガイド部材42は、硬貨面保持部35の前面に近接対向して硬貨周縁
保持部34から続けて硬貨を受け取り可能とし、硬貨掻上げ突起36との間で硬貨周縁保持部
34から受け取った硬貨を保持して傾斜円盤27の周縁外方へ案内する。この硬貨ガイド部材
42の硬貨面保持部35に対向する面には、回転移動する硬貨掻上げ突起36および硬貨崩し突
起39が通過する溝部43が形成されている。
【００４３】
　硬貨ガイド部材42には、硬貨繰出口12に対して厚み方向に多層状態で送られる硬貨を硬
貨面保持部35に接する硬貨１層に対して多層に重なる残りの硬貨を貯留ホッパ部13内に滑
落させる厚み方向規制ガイド部44が形成されている。図５に示すように、この厚み方向規
制ガイド部44は、硬貨ガイド部材42の上縁に、硬貨面保持部35に接する硬貨が厚み方向に
１枚載る寸法のガイド面45、およびこのガイド面45を残して硬貨を滑落させる傾斜面46に
て構成されている。
【００４４】
　次に、図１に示すように、硬貨送込用方向変換通路14は、貯留ホッパ部13の硬貨繰出口
12と硬貨識別分類通路15との間に、機体11における左右方向の一方側である左方向へ向け
て硬貨繰出口12から繰り出される硬貨を１８０°方向変換して左右方向の他方側である右
方向へ送り出す略Ｕ字形に形成されている。この硬貨送込用方向変換通路14は、ベース23
の前面にて形成されていて傾斜円盤27の硬貨面保持部35と面一で硬貨の背面をガイドする
通路面51を有している。この通路面51の内周側および外周側の両側には、硬貨繰出口12か
ら連続して硬貨の周縁をガイドする硬貨ガイド部材41および硬貨ガイド部材42が配置され
ている。
【００４５】
　この硬貨送込用方向変換通路14には、硬貨繰出口12と硬貨識別分類通路15の入口近傍と
の間に、硬貨繰出口12から繰り出される硬貨に当接してこの硬貨を１枚ずつ分離状態で後
段の硬貨識別分類通路15へ向けて搬送する受渡円板52が配設されている。この受渡円板52
は、ベース23に形成させた円形の開口部23bに配置されていて、通路用モータM2（図１６
参照）によって図１反時計回り方向の一方向にのみ回転駆動する。
【００４６】
　図６ないし図８に示すように、受渡円板52は、傾斜円盤27の硬貨面保持部35および通路
面51と略面一で傾斜円盤27の回転軸線25と平行な回転軸線53である回転軸54を中心に回転
可能とする回転面部55を有している。
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【００４７】
　この回転面部55における回転軸線53からの所定半径域には、切欠部56が形成されている
とともに、この切欠部56に硬貨繰出口12から繰り出される硬貨に当接してこの硬貨を１枚
ずつ分離状態で硬貨識別分類通路15へ向けて搬送する受渡突起57が少なくとも１個配置さ
れている。
【００４８】
　この受渡突起57は、回転軸54を直交して貫通する支軸58によって受渡円板52の回転方向
に対応して揺動可能に軸支され、この支軸58に装着された付勢手段としてのばね59で回転
面部55から突出する方向すなわち受渡円板52の回転方向へ向けて付勢され、回転面部55か
ら略垂直に突出した状態で切欠部56の縁部に当接して突設状態が保たれる。
【００４９】
　そして、この受渡突起57は、回転面部55の前面側へ処理する最小硬貨厚みより小さい寸
法だけ突出するとともに、回転面部55側への押圧時つまり受渡円板52の回転方向に対して
反対方向への押圧時に回転面部55内へ埋没可能としている。
【００５０】
　次に、図１および図２、図９および図１０に示すように、硬貨識別分類通路15は、貯留
ホッパ部13より上方域を機体11の幅方向の一方側である左側から他方側である右側へ硬貨
を搬送する第１通路域65、硬貨の搬送方向を第１通路域65の末端から上方へ向かうととも
に機体11の幅方向の左側へ向けて折り返す折返し通路域66、この折返し通路域66の末端か
ら機体11の幅方向の左側へ向けて硬貨を搬送する第２通路域67を備えた略Ｕ字形に形成さ
れている。
【００５１】
　これら通路域65～67は、硬貨送込用方向変換通路14から連続して硬貨の背面をガイドす
るベース23の前面にて形成された通路面51を有し、この通路面51の両側には、硬貨送込用
方向変換通路14から連続して硬貨の周縁をガイドする硬貨ガイド部材68，69が配置されて
いる。第１通路域65の始端側における一方の硬貨ガイド部材68としては、硬貨送込用方向
変換通路14の硬貨ガイド部材41を兼用している。
【００５２】
　これら通路域65～67にわたって、受渡円板52により１枚ずつ区分け状態で送り込まれる
硬貨を１枚ずつ区分け状態で搬送する硬貨類搬送体としての硬貨搬送体70が設けられてい
る。この硬貨搬送体70は、無端状のベルト71にて構成され、このベルト71の通路面51に対
向する面にはベルト71の長手方向に処理する最大硬貨径より大きい所定間隔で複数の突起
72が突設されている。ベルト71は通路面51に対して処理する最大厚み硬貨よりも大きい寸
法で対向配置され、突起72は通路面51に対して処理する最小硬貨厚みより小さい寸法で対
向配置されている。
【００５３】
　このベルト71は、第１通路域65の始端部および終端部、第２通路域67の始端部および終
端部のそれぞれの内周側に回転可能に配置されるプーリ73，73，73，73にわたって回行可
能に張設されているとともに、第２通路域67の終端部のプーリ73と第１通路域65の始端部
のプーリ73との間の外周側に配置されてベルト71を押圧するテンションローラ74によって
テンションが付与されている。各プーリ73，73，73，73には、ベルト71の突起72が係合す
る半円状の係合溝75が形成されている。
【００５４】
　ベルト71は、受渡円板52と共通の通路用モータM2によって受渡円板52の回転と連動して
回行し、受渡円板52により１枚ずつ区分け状態で送り込まれる硬貨をベルト長手方向の突
起72間に受け入れて１枚ずつ区分けした状態で、硬貨の後側に位置する突起72で硬貨を押
して搬送する。なお、受渡円板52およびベルト71による硬貨の搬送速度は、傾斜円盤27に
よる硬貨の繰出速度より多少速く設定されている。
【００５５】
　そして、硬貨識別分類通路15の第１通路域65には、硬貨を下側の硬貨ガイド部材68（硬
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貨ガイド部材41を兼用）の硬貨支持縁部68aに押し付ける幅寄せ部材77、異物78（例えば
処理する最小硬貨径より小径な外国硬貨やクリップなどを含めた異物78）を分離して貯留
ホッパ部13へ受収させる異物分離部79、硬貨を識別する硬貨類識別部としての硬貨識別部
80が、搬送方向に沿って順に配設されている。
【００５６】
　硬貨識別分類通路15の第１通路域65の始端域は、左側の硬貨送込用方向変換通路14に続
けて右側に向かう左右方向通路域であり、この左右方向通路域に前記幅寄せ部材77および
前記異物分離部79が配置されている。
【００５７】
　幅寄せ部材77は、上側の硬貨ガイド部材69側に配置され、図示しないばねの付勢で通路
内に突出して、硬貨を下側の硬貨ガイド部材68（硬貨ガイド部材41を兼用）の硬貨支持縁
部68aに押し付ける。
【００５８】
　異物分離部79は、図９に示すように、ベルト71に対向して、通路面51に分離溝部81が形
成され、この分離溝部81内に通路面51より傾斜角度を大きくした分離ガイド面82が形成さ
れている。この分離ガイド面82の下方への延長面は硬貨ガイド部材68の硬貨支持縁部68a
より左側に配置する。図９(b)に示すように、処理する正規硬貨は、分離溝部81に入り込
むことなく、硬貨の下部が硬貨ガイド部材68の硬貨支持縁部68aに載ったまま分離溝部81
を通過して後段へ搬送できる。また、図９(c)に示すように、小径硬貨などの異物は、異
物の上部側が分離溝部81に入り込み、異物の下部が硬貨ガイド部材68の硬貨支持縁部68a
から外れて落下し、貯留ホッパ部13に受収される。
【００５９】
　硬貨識別部80は、正規硬貨の金種、汚れていたり識別不能であったり外国硬貨などのリ
ジェクト硬貨を識別する。
【００６０】
　また、図１に示すように、折返し通路域66には、入金リジェクト硬貨を分岐する入金リ
ジェクト硬貨分岐部84が設けられている。なお、この入金リジェクト硬貨分岐部84の構造
は、第２通路域67に設けられる種類別硬貨類分岐部としての金種別分岐部86と同一構造で
あり、その構造を金種別分岐部86において説明する。
【００６１】
　この入金リジェクト硬貨分岐部84の下部には、分岐された入金リジェクト硬貨を下方の
入金リジェクト硬貨収納部16に導く入金リジェクト硬貨シュート85が配置されている。入
金リジェクト硬貨収納部16は、機体11の前面側から取り出すことができる。
【００６２】
　また、図１に示すように、第２通路域67では硬貨を下側の硬貨ガイド部材69の硬貨支持
縁部69aに載せて搬送可能としている。この第２通路域67には硬貨を金種別に分岐する金
種別分岐部86が設けられ、この第２通路域67の末端域には一時保留用硬貨を第２通路域67
から硬貨一括一時保留部18に取り出す一時保留用硬貨取出部87が設けられている。
【００６３】
　図１、図２、図１０に示すように、各金種別分岐部86では、通路面51から下側の硬貨ガ
イド部材69にかけて開口部88が形成され、この開口部88内に分岐部材89が通路方向（搬送
方向）に平行な軸部90を支点として前後方向に揺動可能に配置されている。
【００６４】
　この分岐部材89は、軸部90で支持される支持部91を有し、この支持部91の上端に非分岐
該当金種の硬貨を通過させる通過ガイド部92が設けられ、支持部91の背部に分岐該当金種
の硬貨を開口部88の背部側に取り込んで分岐させる分岐ガイド部93が設けられている。各
分岐部材89の支持部91には各アーム94を介して各分岐用モータM5-1～M5-6（図１６参照）
の駆動力が伝達され、通過ガイド部92が開口部88に位置する通過位置と、分岐ガイド部93
が開口部88に位置する分岐位置とに切り換えられる。
【００６５】
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　通過ガイド部92は、通路方向から見て断面略コ字形で、硬貨を支えて通過可能とする通
過溝95を有し、図２に示す通過位置のときには、通過溝95の右面および底面が通路面51お
よび硬貨ガイド部材69の硬貨支持縁部69aと略面一となってこれら通路面51および硬貨ガ
イド部材69の硬貨支持縁部69aとともに硬貨の下部における背面および周縁をガイドし、
硬貨の通過を許容する。なお、通過溝95の左面は、右面に対して最大硬貨厚みよりやや大
なる寸法とされ硬貨の通過を許容する。また、図１０に示す分岐位置のときには、開口部
88の前方に退避する。
【００６６】
　分岐ガイド部93は、前面側から見て断面略Ｌ字形で、上部側が第２通路域67の通路方向
の上流側に位置して第２通路域67に対して斜めに配置される傾斜部96、この傾斜部96の下
部側から第２通路域67の通路方向に対して垂直な垂直部97を有している。分岐ガイド部93
には、ベルト71の突起72との干渉防止のために切欠部98が形成されている。そして、この
分岐ガイド部93は、図１０に示す分岐位置のときには、通路面51より前面側に突出し、第
２通路域67を搬送している硬貨を傾斜部96および垂直部97さらには支持部91の背面側を通
じて開口部88内に取り込む。また、図２に示す通過位置のときには、開口部88の後方に退
避する。
【００６７】
　なお、上述したように、入金リジェクト硬貨分岐部84は、この金種別分岐部86と同一構
造が用いられ、その駆動には分岐用モータM5-0（図１６参照）が用いられる。
【００６８】
　各金種別分岐部86の背部側には、各金種別分岐部86で開口部88の背部側に分岐された硬
貨を受け入れて金種別硬貨重積投出部17へ導く金種別シュート99が配置されている。
【００６９】
　次に、図２、図１１ないし図１３に示すように、金種別硬貨重積投出部17は、硬貨識別
分類通路15の背部域で機体11の幅方向に沿って配列され、各金種別分岐部86から分岐され
て金種別シュート99で導かれる硬貨を金種別に重積状態で収納する金種別収納部105を有
している。これら金種別収納部105は、金種別分岐部86から分岐された硬貨を上部から重
積収納し、この重積収納された硬貨を下部から１枚ずつ前方へ投出する硬貨上入れ下出し
式の筒体であって、上部が背部方向に向かって傾斜する状態に配置された筒体で構成され
ている。
【００７０】
　各金種別収納部105の下部には、金種別収納部105内に収納された硬貨を支えて水平状態
で重積させるとともに、重積収納された硬貨を下部から１枚ずつ前方へ投出する金種別の
硬貨投出部106が配設されている。
【００７１】
　各硬貨投出部106は、金種別収納部105の下端部から硬貨１枚が通過可能な間隔をあけて
配置される底面ガイド107を有し、この底面ガイド107上にはこの底面ガイド107に載せて
前方へ投出する硬貨の幅方向両側位置をガイドする両側の側面ガイド108，108が配置され
ている。これら金種別収納部105の下端部と底面ガイド107と両側の側面ガイド108，108と
の間で、硬貨を前方へ投出する硬貨投出口109が形成されている。
【００７２】
　底面ガイド107の中央部には前後方向にスリット状のガイド溝110が形成され、このガイ
ド溝110には金種別収納部105の下部域に対して後方から進退可能で底面ガイド107に載る
最下位の硬貨を投出する投出部材111が配置されている。この投出部材111の前端側にはガ
イドローラ112が回転可能に軸支され、このガイドローラ112が底面ガイド107の下方に平
行に配置されるガイド板113上に転動可能に配置され、投出部材111の前端側が水平移動す
るように支持されている。
【００７３】
　金種別収納部105の背部側には上端の回動支点114を中心に前後方向に揺動する揺動レバ
ー115が配置され、この揺動レバー115の回動支点114から離れた下端側の先端に投出部材1
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11の後端が連結軸116によって回動可能に連結されている。各揺動レバー115の回動支点11
4は金種別の投出用モータM6-1～M6-6（図１６参照）によって回動駆動され、各揺動レバ
ー115が揺動する。
【００７４】
　そして、揺動レバー115の回動支点114および連結軸116や投出用モータM6-1～M6-6など
により、揺動レバー115に対して、投出部材111を進退移動させる投出用揺動と、投出部材
111で金種別収納部105内の重積硬貨を振動させる振動用揺動とを与える揺動付与手段117
が構成されている。
【００７５】
　この揺動付与手段117による投出用揺動では、図１１(a)に示すように、投出部材111が
金種別収納部105の背部まで後退する投出待機位置と、投出部材111が金種別収納部105の
前方まで進出する投出位置との間で揺動レバー115を揺動させる。投出部材111の投出位置
から投出待機位置への移動により、金種別収納部105内の硬貨が底面ガイド107上に載り、
投出部材111の投出待機位置から投出位置への移動により、底面ガイド107上に載る１枚の
硬貨を硬貨投出口109から前方へ押し出して投出する。また、揺動付与手段117による振動
用揺動では、図１１(b)に示すように、投出部材111が金種別収納部105の前方まで進出す
る投出位置と、この投出位置より少し後方で投出部材111の前端側が金種別収納部105の下
部に位置する中間位置との間で揺動レバー115を揺動させる。この揺動レバー115の揺動に
より、投出部材111の後端側に連結する連結軸116の高さが上下に変化し、投出部材111の
後端側が上下に振動し、この投出部材111上に載る金種別収納部105内の重積硬貨に上下方
向の振動を与え、金種別収納部105内での硬貨立ちを防止する。
【００７６】
　硬貨投出口109には、投出硬貨の通過を検知するカウントセンサ118が配置されている。
このカウントセンサ118は、底面ガイド107の形成されたセンサ孔119を通じて投出硬貨の
通過を検知する。
【００７７】
　また、金種別硬貨重積投出部17の下部には、金種別硬貨重積投出部17から投出される投
出硬貨を一時保留するとともに下部に臨む硬貨収集具配置部22に一時保留した投出硬貨を
放出する投出硬貨一時保留部121が設けられている。この投出硬貨一時保留部121は、金種
別硬貨重積投出部17の下部の前方域に配置される投出硬貨一時保留枠122、およびこの投
出硬貨一時保留枠122の底面の放出口123を開閉するシャッタ124を有し、金種別硬貨重積
投出部17の下部から投出される投出硬貨を投出硬貨一時保留枠122に受け入れてシャッタ1
24上に一時保留する。シャッタ124は、投出硬貨一時保留部用モータM7（図１６参照）の
駆動によって開閉する。
【００７８】
　次に、図１、図１４および図１５に示すように、硬貨一括一時保留部18は、機体11の左
側で、硬貨識別分類通路15の一時保留用硬貨取出部87の下方に配置され、一時保留用硬貨
取出部87から取り出される硬貨を一括して一時保留するとともに入金硬貨収納指令時また
は入金硬貨返却指令時に入金一時保留硬貨を放出可能としている。硬貨一括一時保留部18
は、上下方向に開口する枠状の硬貨一括一時保留枠130、およびこの硬貨一括一時保留枠1
30の底面の放出口131を開閉するシャッタ132を有し、一時保留用硬貨取出部87から取り出
される硬貨を硬貨一括一時保留枠130内に受け入れて底面の放出口131を閉鎖するシャッタ
132上に一時保留する。
【００７９】
　硬貨一括一時保留枠130は、上端の支軸133を支点として前後方向に揺動可能に支持され
ており、その形状が支軸133を中心とした扇形枠状に形成されているとともに下面が支軸1
33を中心とした円弧面に形成されている。
【００８０】
　シャッタ132は、硬貨一括一時保留枠130の底面の放出口131を開閉するシャッタ部134、
およびこのシャッタ部134を支持するシャッタ支持部135を有し、シャッタ支持部135の上
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端が硬貨一括一時保留枠130と同じ支軸133を支点として前後方向に揺動可能に支持されて
いる。シャッタ部134は、支軸133を中心とした円弧面に形成されている。
【００８１】
　次に、図１、図１４および図１５に示すように、放出手段19は、硬貨一括一時保留部18
の硬貨を硬貨一括収納部20側である第１の放出側と貯留ホッパ部13側である第２の放出側
とに切り換えて放出させる。この放出手段19は、硬貨一括一時保留枠用モータM3（図１６
参照）の駆動により硬貨一括一時保留枠130を前後方向に移動させる硬貨一括一時保留枠
用移動機構140、およびシャッタ用モータM4（図１６参照）の駆動によりシャッタ132を前
後方向に移動させるシャッタ用移動機構141を有している。
【００８２】
　硬貨一括収納部20側である第１の放出側には硬貨一括一時保留部18から放出される硬貨
を受け入れて硬貨一括収納部20に導く第１の放出シュート142が配置され、貯留ホッパ部1
3側である第２の放出側には硬貨一括一時保留部18から放出される硬貨を受け入れて貯留
ホッパ部13に導く第２の放出シュート143が配置されている。
【００８３】
　そして、図１４および図１５に示すように、硬貨一括一時保留枠130が前後方向の中間
位置に位置してその硬貨一括一時保留枠130の底面の放出口131をシャッタ132で閉鎖して
いる位置を、一時保留用硬貨取出部87から取り出される硬貨を硬貨一括一時保留部18に一
括して一時保留する一時保留位置とする。
【００８４】
　また、硬貨一括一時保留部18の硬貨を硬貨一括収納部20側である第１の放出側に放出す
る場合には、図１４に示すように、まず、硬貨一括一時保留枠130を後方に揺動させて第
１の放出シュート142上に臨ませ、続いて、シャッタ132を前方へ揺動させて硬貨一括一時
保留枠130の底面の放出口131を開放し、硬貨一括一時保留部18の硬貨を第１の放出シュー
ト142に放出する。この状態を硬貨一括一時保留部18の第１の放出側位置とする。
【００８５】
　また、硬貨一括一時保留部18の硬貨を貯留ホッパ部13側である第２の放出側に放出する
場合には、図１５に示すように、まず、硬貨一括一時保留枠130を前方に揺動させて第２
の放出シュート143上に臨ませ、続いて、シャッタ132を後方へ揺動させて硬貨一括一時保
留枠130の底面の放出口131を開放し、硬貨一括一時保留部18の硬貨を第２の放出シュート
143に放出する。この状態を硬貨一括一時保留部18の第２の放出側位置とする。
【００８６】
　次に、図１、図１４および図１５に示すように、硬貨一括収納部20は、機体11の前面11
aから機体11内に設けられた装着部150に着脱可能な金箱151によって構成され、上面には
装着時に第１の放出シュート142の下方に位置して硬貨を受け入れる硬貨受入口152が形成
され、この硬貨受入口152にはシャッタ153が開閉可能に配置されている。
【００８７】
　この金箱151は、横向き状態で硬貨収集具配置部22に配置して金種別硬貨重積投出部17
内の硬貨を回収可能としている。それに対応するため、金箱151の側面には、金種別硬貨
重積投出部17から投出される硬貨を受け入れる硬貨受入口154が形成され、この硬貨受入
口154にはシャッタ155が開閉可能に配置されている。
【００８８】
　次に、図１、図１４および図１５に示すように、硬貨収集具配置部22は、機体11の前面
側下部で幅方向中央域に設けられ、前方から硬貨収集具21が着脱可能に配置される。この
硬貨収集具配置部22には、硬貨収集具21を位置決めするために、硬貨収集具配置部22の奥
側と硬貨収集具配置部22の左側とにストッパ160，161がそれぞれ配置されている。
【００８９】
　そして、硬貨収集具21としては、出金硬貨収集用および回収硬貨収集用としてカルトン
162が用いられ、また、回収硬貨収集用として硬貨一括収納部20の金箱151を用いることも
できる。これらカルトン162および金箱151とも硬貨収集具配置部22に着脱可能に配置でき
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る。
【００９０】
　次に、図１６には、硬貨入出金機を制御する制御のブロック図を示す。ブロック図にお
いて、制御部170は、上位機からの信号や、入金、出金、補充、回収の各処理の指令およ
び各種モードの指令をする操作指令部171、入金、出金、補充、回収の各処理の指令状態
の表示、金額などを表示する表示部172、貯留ホッパ部13内の硬貨の有無を検知する複数
のセンサを含むホッパ用センサ群173、硬貨識別分類通路15などの通路で硬貨を検知する
複数のセンサを含む通路用センサ群174などから信号を入力し、各モータM1～M8を制御す
る。
【００９１】
　そして、制御部170は、硬貨一括一時保留部18に入金一時保留硬貨を一時保留した後の
入金硬貨収納指令時または入金硬貨返却指令時における制御を行う制御手段175を有して
いる。
【００９２】
　この制御手段175による収納制御では、非還流収納モードと還流収納モードとを選択し
て設定可能としている。非還流収納モードでは、入金硬貨収納指令時には、硬貨一括一時
保留部18の入金一時保留硬貨を放出手段19により第１の放出側の硬貨一括収納部20へ送る
。また、還流収納モードでは、入金硬貨収納指令時には、硬貨一括一時保留部18の入金一
時保留硬貨を放出手段19により第２の放出側となる貯留ホッパ部13側へ送り、可動ホッパ
枠部30の閉塞状態において貯留ホッパ部13の傾斜円盤27および硬貨識別分類通路15の作動
により、硬貨の補充が必要な金種硬貨は対応する金種の金種別分岐部86で分岐して対応す
る金種別収納部105へ補充し、硬貨の補充が必要でない金種硬貨は一時保留用硬貨取出部8
7を経由して硬貨一括一時保留部18へ一時保留し、貯留ホッパ部13の全ての硬貨を対応す
る金種別分岐部86または一時保留用硬貨取出部87へ送り込んだ後に硬貨一括一時保留部18
の一時保留硬貨を放出手段19により第１の放出側の硬貨一括収納部20へ送る。
【００９３】
　また、制御手段175による返却制御では、入金硬貨返却指令時には、硬貨一括一時保留
部18の入金一時保留硬貨を放出手段19により第２の放出側の貯留ホッパ部13側へ送るとと
もに可動ホッパ枠部30の開放姿勢を通じて貯留ホッパ部13の下方へ放出させる。
【００９４】
　さらに、制御手段175は、異物分離部79で分離されて貯留ホッパ部13へ受収された異物7
8を可動ホッパ枠部30の開放により硬貨収集具配置部22へ放出させる機能を有している。
【００９５】
　次に、本実施の形態の作用を説明する。
【００９６】
　まず、図１７ないし図２４を参照して硬貨入出金機による各処理について説明する。こ
の硬貨入出金機は、例えば金融機関の係員であるテラーが操作するもので、顧客から受け
取った入金硬貨を入金処理したり、顧客に払い出す出金硬貨を出金処理するものである。
【００９７】
　図１７には、入金処理における入金計数から一時保留までの処理を示す。操作指令部17
1で入金処理を指令し、顧客から受け取った入金硬貨を機体11の図示しない投入口から貯
留ホッパ部13に投入することにより、貯留ホッパ部13に投入された入金硬貨をホッパ用セ
ンサ群173で検知して入金処理を開始する。入金処理の開始により、貯留ホッパ部13の傾
斜円盤27、硬貨送込用方向変換通路14の受渡円板52および硬貨識別分類通路15のベルト71
をそれぞれ回転させる。
【００９８】
　貯留ホッパ部13の傾斜円盤27により貯留ホッパ部13内の入金硬貨を硬貨繰出口12から１
枚ずつ分離状態で硬貨送込用方向変換通路14に繰り出し、硬貨送込用方向変換通路14の受
渡円板52により硬貨繰出口22から繰り出される入金硬貨を１枚ずつ区分け状態で受け取る
とともに硬貨識別分類通路15のベルト71の突起72間に受け渡し、この硬貨識別分類通路15
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のベルト71の突起72により入金硬貨を１枚ずつ区分け状態で硬貨識別分類通路15に沿って
搬送する。
【００９９】
　硬貨識別分類通路15の第１通路域65を搬送する入金硬貨を硬貨識別部80により識別する
。
【０１００】
　硬貨識別部80による識別の結果、正規と識別された入金硬貨は、第１通路域65から折返
し通路域66を通じて第２通路域67の末端まで搬送し、この第２通路域67の末端の一時保留
用硬貨取出部87から取り出し、硬貨一括一時保留部18に収納する。このとき、硬貨一括一
時保留部18では、硬貨一括一時保留枠130およびシャッタ132が一時保留位置にあり、第２
通路域67の末端の一時保留用硬貨取出部87から受け入れた入金硬貨を一括一時保留する。
【０１０１】
　硬貨識別部80による識別の結果、リジェクト硬貨と識別された入金リジェクト硬貨は、
折返し通路域の入金リジェクト硬貨分岐部84で分岐し、入金リジェクト硬貨シュート85を
通じて入金リジェクト硬貨収納部16に収納する。
【０１０２】
　そして、貯留ホッパ部13のホッパ用センサ群173で入金硬貨を検知しなくなるとともに
硬貨識別部80で硬貨を所定時間識別しなければ、投入された全ての入金硬貨の入金計数か
ら一時保留までの処理を完了したものとし、貯留ホッパ部13の傾斜円盤27、硬貨送込用方
向変換通路14の受渡円板52および硬貨識別分類通路15のベルト71をそれぞれ停止させる。
また、識別結果は表示部172に表示し、入金硬貨の収納または返却を確認する。また、リ
ジェクト硬貨があった場合には、入金リジェクト硬貨収納部16を機体11から引き出し、入
金リジェクト硬貨収納部16内から入金リジェクト硬貨を取り出して顧客に返却する。
【０１０３】
　また、貯留ホッパ部13のホッパ用センサ群173で硬貨有りと検知しているにもかかわら
ず、硬貨識別部80で入金収納硬貨を所定時間識別しなければ、傾斜円盤27を一旦停止させ
、この傾斜円盤27の逆転と正転とを所定時間または所定回数繰り返し、この間に硬貨が貯
留ホッパ部13から繰り出されて硬貨識別部80で検知すれば、傾斜円盤27を正転に復帰させ
る。この傾斜円盤27を逆転させるとき、硬貨掻上げ突起36および硬貨崩し突起39に設けら
れたガイド部38により入金収納硬貨がピン37に引っ掛かるのを防止して硬貨詰まりが発生
するのを防止できる。
【０１０４】
　また、貯留ホッパ部13に入金硬貨とともに異物78が投入された場合には、硬貨識別分類
通路15における第１通路域65の硬貨識別部80より上流域に設けた異物分離部79で異物78を
分離して貯留ホッパ部13へ受収させる。そのため、貯留ホッパ部13のホッパ用センサ群17
3で硬貨有りと検知しているにもかかわらず、硬貨識別部80で入金収納硬貨を所定時間識
別しなくなり、そこで、傾斜円盤27を一旦停止させ、この傾斜円盤27の逆転と正転とを所
定時間または所定回数繰り返すが、硬貨識別部80では入金収納硬貨を検知しない状態を継
続する。この傾斜円盤27の逆転と正転とを所定時間または所定回数繰り返しても、硬貨識
別部80で入金収納硬貨を検知しなければ、異物78が有りと判断し、貯留ホッパ部13の可動
ホッパ枠部30を開放して異物78を下方のカルトン162へ放出する。このとき、傾斜円盤27
を正逆転させることにより、異物78をより確実に放出できる。したがって、硬貨識別分類
通路15での異物78による硬貨詰まりなどの発生を防止でき、異物78を簡単に取り出すこと
ができる。
【０１０５】
　図１８には、入金処理における一時保留後の入金硬貨返却の処理を示す。操作指令部17
1によって入金硬貨返却が指令されることにより、硬貨一括一時保留部18内の入金返却硬
貨を、硬貨一括一時保留部18の第２の放出側位置への移動によって第２の放出側である貯
留ホッパ部13側に放出し、第２の放出シュート143を通じて貯留ホッパ部13に送り込む。
【０１０６】
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　貯留ホッパ部13の可動ホッパ枠部30を開放し、貯留ホッパ部13内の入金返却硬貨をホッ
パ枠28の放出口29から下方の硬貨収集具配置部22へ放出し、硬貨収集具配置部22に予め配
置されているカルトン162に受収する。カルトン162を機体11の硬貨収集具配置部22から取
り出し、カルトン162内の入金返却硬貨を返却する。その後、硬貨一括一時保留部18を一
時保留位置に戻し、貯留ホッパ部13の可動ホッパ枠部30を閉じ、入金処理を終了する。
【０１０７】
　図１９には、入金処理における一時保留後の入金非還流収納の処理を示す。予め入金非
還流収納モードが設定されている場合に、操作指令部171によって入金硬貨収納が指令さ
れることにより、硬貨一括一時保留部18内の入金収納硬貨を、硬貨一括一時保留部18の第
１の放出側位置への移動によって第１の放出側である硬貨一括収納部20側に放出し、第１
の放出シュート142を通じて硬貨一括収納部20に収納する。その後、硬貨一括一時保留部1
8を一時保留位置に戻し、入金処理を終了する。
【０１０８】
　図２０には、入金処理における一時保留後の入金還流収納の処理を示す。予め入金還流
収納モードが設定されている場合に、操作指令部171によって入金硬貨収納が指令される
ことにより、硬貨一括一時保留部18内の入金収納硬貨を、硬貨一括一時保留部18の第２の
放出側位置への移動によって第２の放出側である貯留ホッパ部13側に放出し、第２の放出
シュート143を通じて貯留ホッパ部13に送り込む。
【０１０９】
　その後、硬貨一括一時保留部18を硬貨一括収納部20へ入金収納硬貨を放出する第１の放
出側位置に移動させ、貯留ホッパ部13の傾斜円盤27、硬貨送込用方向変換通路14の受渡円
板52および硬貨識別分類通路15のベルト71を再びそれぞれ回転させる。
【０１１０】
　貯留ホッパ部13の傾斜円盤27により貯留ホッパ部13内の入金収納硬貨を硬貨繰出口12か
ら１枚ずつ分離状態で硬貨送込用方向変換通路14に繰り出し、硬貨送込用方向変換通路14
の受渡円板52により硬貨繰出口12から繰り出される入金収納硬貨を１枚ずつ区分け状態で
受け取るとともに硬貨識別分類通路15のベルト71の突起72間に受け渡し、この硬貨識別分
類通路15のベルト71の突起72により入金収納硬貨を１枚ずつ区分け状態で硬貨識別分類通
路15に沿って押動搬送する。
【０１１１】
　硬貨識別分類通路15の第１通路域65を搬送する入金収納硬貨を硬貨識別部80により識別
する。
【０１１２】
　硬貨識別部80による識別の結果、正規と識別された入金収納硬貨は、第１通路域65から
折返し通路域66を通じて第２通路域67へ搬送し、該当する金種の金種別分岐部86で第２通
路域67から分岐し、金種別シュート99を通じて金種別硬貨重積投出部17の金種別収納部10
5に収納する。
【０１１３】
　このとき、金種別硬貨重積投出部17では、図１１(b)に示すように、揺動付与手段117に
より、投出部材111を金種別収納部105の前方まで進出する投出位置と、この投出位置より
少し後方で投出部材111の前端側が金種別収納部105の下部に位置する中間位置との間で揺
動レバー115を揺動させ、投出部材111の後端側に連結する連結軸116の高さを上下に変化
させ、投出部材111の後端側を上下に振動させ、この投出部材111上に載る金種別収納部10
5内の重積硬貨に上下方向の振動を与えるため、金種別収納部105内に落下する入金収納硬
貨が硬貨立ちするのを防止して確実に重積できる。
【０１１４】
　金種別硬貨重積投出部17の金種別収納部105が満杯状態となった金種の入金収納硬貨つ
まりオーバーフロー硬貨は、該当する金種別分岐部86で分岐せずに通過させ、第２通路域
67の末端の一時保留用硬貨取出部87から取り出し、硬貨一括収納部20へ入金収納硬貨を放
出する第１の放出側位置に移動している硬貨一括一時保留部18を通じて硬貨一括収納部20
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に収納する。
【０１１５】
　硬貨識別部80による識別の結果、リジェクト硬貨と識別された入金リジェクト硬貨は、
折返し通路域の入金リジェクト硬貨分岐部84で分岐し、入金リジェクト硬貨シュート85を
通じて入金リジェクト硬貨収納部16に収納する。
【０１１６】
　そして、貯留ホッパ部13のホッパ用センサ群173で入金硬貨を検知しなくなるとともに
硬貨識別部80で硬貨を所定時間識別しなければ、全ての入金収納硬貨の収納処理を完了し
たものとし、硬貨一括一時保留部18を一時保留位置に戻し、貯留ホッパ部13の傾斜円盤27
、硬貨送込用方向変換通路14の受渡円板52および硬貨識別分類通路15のベルト71をそれぞ
れ停止させ、入金処理を終了する。また、リジェクト硬貨があった場合には、入金リジェ
クト硬貨収納部16を機体11から引き出し、入金リジェクト硬貨収納部16内から入金リジェ
クト硬貨を取り出して回収する。また、異物78が有る場合は、図１７と同様の処理を経て
異物78をカルトン162へ放出し、表示部172でカルトン162の抜き取りをテラーに促す。
【０１１７】
　なお、第２通路域67の末端の一時保留用硬貨取出部87から取り出す入金収納硬貨つまり
オーバーフロー硬貨は、硬貨一括一時保留部18に一時保留し、貯留ホッパ部13のホッパ用
センサ群173で入金硬貨を検知しなくなるとともに硬貨識別部80で入金収納硬貨を所定時
間識別しなくなってから、硬貨一括収納部20に収納してもよい。
【０１１８】
　図２１には、出金処理における出金計数から一時保留までの処理を示す。操作指令部17
1で出金処理を指令し、出金金額を入力することにより、金種別硬貨重積投出部17のうち
の出金該当金種の硬貨投出部106が動作し、この動作した硬貨投出部106により金種別収納
部105内の下部の硬貨を１枚ずつ硬貨投出口109から投出し、この硬貨投出口109から投出
する投出硬貨の枚数をカウントセンサ118で検知してカウントする。硬貨投出口109から投
出される投出硬貨は、投出硬貨一時保留部121に収納する。このとき、投出硬貨一時保留
部121では、投出硬貨一時保留枠122の放出口123をシャッタ124で閉鎖しており、投出され
た投出硬貨を一括して一時保留する。
【０１１９】
　図２２には、出金処理における出金放出の処理を示す。金種別硬貨重積投出部17から出
金金額分の硬貨の投出を完了したら、投出硬貨一時保留枠122のシャッタ124を開放し、投
出硬貨一時保留部121内に一時保留していた投出硬貨を投出硬貨一時保留枠122の放出口12
3から下方の硬貨収集具配置部22へ放出し、硬貨収集具配置部22に予め配置されているカ
ルトン162に受収する。カルトン162を機体11の硬貨収集具配置部22から取り出し、カルト
ン162内の投出硬貨を顧客に払い出す。その後、シャッタ124を投出硬貨一時保留枠122の
放出口123を閉塞する状態に戻し、出金処理を終了する。
【０１２０】
　このように、金種別硬貨重積投出部17から投出される投出硬貨を投出硬貨一時保留部12
1に一時保留することにより、出金指示硬貨量と実際に投出された硬貨量とが一致したと
きにカルトン162へ放出することが可能で、出金指示硬貨量と実際に投出された硬貨量と
で違算が発生するのを防止できる。
【０１２１】
　図２３には、補充処理であって、機体11内に硬貨が収納されていない初期補充における
装填計数、および機体11内の硬貨が減少したときの途中補充における補充計数の処理を示
す。
【０１２２】
　操作指令部171で補充処理を指令することにより、硬貨一括一時保留部18を硬貨一括収
納部20へ入金収納硬貨を放出する第１の放出側位置に移動させる。補充硬貨を貯留ホッパ
部13に投入することにより、貯留ホッパ部13に投入された補充硬貨をホッパ用センサ群17
3で検知して補充処理を開始する。補充処理の開始により、貯留ホッパ部13の傾斜円盤27
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、硬貨送込用方向変換通路14の受渡円板52および硬貨識別分類通路15のベルト71をそれぞ
れ回転させる。
【０１２３】
　貯留ホッパ部13の傾斜円盤27により貯留ホッパ部13内の補充硬貨を硬貨繰出口12から１
枚ずつ分離状態で硬貨送込用方向変換通路14に繰り出し、硬貨送込用方向変換通路14の受
渡円板52により硬貨繰出口12から繰り出される補充硬貨を１枚ずつ区分け状態で受け取る
とともに硬貨識別分類通路15のベルト71の突起72間に受け渡し、この硬貨識別分類通路15
のベルト71の突起72により補充硬貨を１枚ずつ区分け状態で硬貨識別分類通路15に沿って
押動搬送する。
【０１２４】
　硬貨識別分類通路15の第１通路域65を搬送する補充硬貨を硬貨識別部80により識別する
。
【０１２５】
　硬貨識別部80による識別の結果、正規と識別された補充硬貨は、第１通路域65から折返
し通路域66を通じて第２通路域67へ搬送し、該当する金種の金種別分岐部86で第２通路域
67から分岐し、金種別シュート99を通じて金種別硬貨重積投出部17の金種別収納部105に
収納する。
【０１２６】
　このときも、振動付与手段117により金種別収納部105内の重積硬貨に上下方向の振動を
与えることにより、金種別収納部105内に落下する補充硬貨が硬貨立ちするのを防止して
確実に重積できる。
【０１２７】
　金種別硬貨重積投出部17の金種別収納部105が満杯状態となった金種の入金収納硬貨つ
まりオーバーフロー硬貨は、該当する金種別分岐部86で分岐せずに通過させ、第２通路域
67の末端の一時保留用硬貨取出部87から取り出し、硬貨一括収納部20へ入金収納硬貨を放
出する第１の放出側位置に移動している硬貨一括一時保留部18を通じて硬貨一括収納部20
に収納する。
【０１２８】
　硬貨識別部80による識別の結果、リジェクト硬貨と識別された補充リジェクト硬貨は、
折返し通路域の入金リジェクト硬貨分岐部84で分岐し、入金リジェクト硬貨シュート85を
通じて入金リジェクト硬貨収納部16に収納する。
【０１２９】
　そして、貯留ホッパ部13のホッパ用センサ群173で入金硬貨を検知しなくなるとともに
硬貨識別部80で硬貨を所定時間識別しなければ、投入された全ての補充硬貨の補充処理を
完了したものとし、硬貨一括一時保留部18を一時保留位置に戻し、貯留ホッパ部13の傾斜
円盤27、硬貨送込用方向変換通路14の受渡円板52および硬貨識別分類通路15のベルト71を
それぞれ停止させ、補充処理を終了する。また、リジェクト硬貨があった場合には、入金
リジェクト硬貨収納部16を機体11から引き出し、入金リジェクト硬貨収納部16内から補充
リジェクト硬貨を取り出して回収する。
【０１３０】
　また、貯留ホッパ部13のホッパ用センサ群173で硬貨有りと検知しているにもかかわら
ず、硬貨識別部80で補充硬貨を所定時間識別しなければ、傾斜円盤27を一旦停止させ、こ
の傾斜円盤27の逆転と正転とを所定時間または所定回数繰り返し、この間に補充硬貨が貯
留ホッパ部13から繰り出されて硬貨識別部80で検知すれば、傾斜円盤27を正転に復帰させ
る。
【０１３１】
　また、貯留ホッパ部13に入金硬貨とともに異物78が投入された場合には、硬貨識別分類
通路15における第１通路域65の硬貨識別部80より上流域に設けた異物分離部79で異物78を
分離して貯留ホッパ部13へ受収させる。そのため、貯留ホッパ部13のホッパ用センサ群17
3で硬貨有りと検知しているにもかかわらず、硬貨識別部80で補充硬貨を所定時間識別し
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なくなり、そこで、傾斜円盤27を一旦停止させ、この傾斜円盤27の逆転と正転とを所定時
間または所定回数繰り返すが、硬貨識別部80では補充硬貨を検知しない状態を継続する。
この傾斜円盤27の逆転と正転とを所定時間または所定回数繰り返しても、硬貨識別部80で
補充硬貨を検知しなければ、異物78が有りと判断し、貯留ホッパ部13の可動ホッパ枠部30
を開放して異物78を下方のカルトン162へ放出する。このとき、傾斜円盤27を正逆転させ
ることにより、異物78をより確実に放出できる。したがって、硬貨識別分類通路15での異
物78による硬貨詰まりなどの発生を防止でき、異物78を簡単に取り出すことができる。
【０１３２】
　なお、第２通路域67の末端の一時保留用硬貨取出部87から取り出す補充硬貨つまりオー
バーフロー硬貨は、硬貨一括一時保留部18に一時保留し、貯留ホッパ部13のホッパ用セン
サ群173で補充硬貨を検知しなくなるとともに硬貨識別部80で補充硬貨を所定時間識別し
なくなってから、硬貨一括収納部20に収納してもよい。
【０１３３】
　図２４には、回収処理を示す。操作指令部171で回収処理を指令することにより、投出
硬貨一時保留部121のシャッタ124を開放した後、金種別硬貨重積投出部17の硬貨投出部10
6が動作し、この硬貨投出部106により金種別収納部105内の下部の回収硬貨を１枚ずつ硬
貨投出口109から投出し、この硬貨投出口109から投出する回収硬貨の枚数をカウントセン
サ118で検知してカウントする。硬貨投出口109から投出される回収硬貨は、シャッタ124
が開放されている投出硬貨一時保留部121を通じて、硬貨収集具配置部22に予め配置され
ているカルトン162に受収する。金種別硬貨重積投出部17内の全ての回収硬貨を投出すれ
ば、投出硬貨一時保留部121のシャッタ124を閉じ、回収処理を終了する。
【０１３４】
　そして、回収硬貨が収容されたカルトン162を機体11の硬貨収集具配置部22から取り出
して回収する。
【０１３５】
　なお、金種別硬貨重積投出部17から投出される回収硬貨を投出硬貨一時保留部121に一
時保留し、この投出硬貨一時保留部121に所定枚数分の回収硬貨を一時保留したら金種別
硬貨重積投出部17からの回収硬貨の投出を一旦中断し、シャッタ124を開放して投出硬貨
一時保留部121内の回収硬貨をカルトン162に放出し、その後、シャッタ124を閉じて金種
別硬貨重積投出部17からの回収硬貨の投出を再開するというような回収動作を複数回繰り
返してもよい。この場合、カルトン162の収容量に応じた回収硬貨量を投出硬貨一時保留
部121に一時保留させた後、カルトン162へ回収硬貨を放出することが可能で、回収硬貨量
が多すぎてカルトン162から回収硬貨が溢れ出すのを防止できる。
【０１３６】
　そして、このように構成された硬貨入出金機では、傾斜円盤27および下部域が開閉可能
なホッパ枠を有する貯留ホッパ部13を機体11の前面側の幅方向中央に配置し、この貯留ホ
ッパ部13から繰り出される硬貨を搬送しながら識別および分類可能な硬貨識別分類通路15
における第１通路域65、折返し通路域66および第２通路域67を機体11の前面側の幅方向に
配置し、この硬貨識別分類通路15の第２通路域67の末端から取り出される硬貨を一括一時
保留する硬貨一括一時保留部18を機体11の前面側に配置し、この硬貨一括一時保留部18の
硬貨を入金硬貨収納指令時には第１の放出側に送り、入金返却指令時には第２の放出側で
ある貯留ホッパ部13に送る放出手段19を設け、この放出手段19で第１の放出側に送られる
硬貨を一括収納する硬貨一括収納部20を機体11の前面側に配置し、硬貨識別分類通路15で
金種別に分岐される硬貨を金種別に重積収納するとともに収納した硬貨を投出可能とする
金種別硬貨重積投出部17を硬貨識別分類通路15の背部域で機体11の幅方向に沿って配列し
、この金種別硬貨重積投出部17から投出される投出硬貨および入金硬貨返却指令時に貯留
ホッパ部13へ送られてこの貯留ホッパ部13から下方へ放出される入金返却硬貨を収集する
硬貨収集具21が着脱可能に配置される硬貨収集具配置部22を機体11の前面側下部で幅方向
中央域に設けたので、従来に比べて構造が簡単で、小形かつ安価にでき、しかも、出金硬
貨が残留するのを防止でき、出金硬貨の額の違算を防止できる。
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【０１３７】
　また、硬貨識別分類通路15の入金リジェクト硬貨分岐部84により分岐された入金リジェ
クト硬貨を、機体11の前面から取り出せる入金リジェクト硬貨収納部16に収納するため、
入金リジェクト硬貨の回収に時間がかからず、入金リジェクト硬貨が残留するのを防止で
きる。
【０１３８】
　また、入金リジェクト硬貨分岐部84で入金リジェクト硬貨を分岐した後、第２通路域67
の金種別分岐部86で正規硬貨を分岐するので、正規硬貨の分岐を確実にできる。
【０１３９】
　また、金種別分岐部86を第１通路域65より高い位置に位置する第２通路域67に設け、こ
の第２通路域67の金種別分岐部86から金種別硬貨重積投出部17の上部域へ硬貨を送り込む
ので、金種別硬貨重積投出部17での硬貨収納量を増やしたり、硬貨収納量を少なくするこ
となく硬貨投出部106の高さ位置を任意に設定できる。
【０１４０】
　また、貯留ホッパ部13の硬貨繰出口12と硬貨識別分類通路15の始端域との間に、貯留ホ
ッパ部13の硬貨繰出口12から繰り出される硬貨を方向変換して貯留ホッパ部13の直上域に
位置する硬貨識別分類通路15の始端域へ送り込む略Ｕ字形の硬貨送込用方向変換通路14を
設けたので、硬貨送込用方向変換通路14の機体幅方向における長さが短くなり、機体11の
幅方向に小形にできる。
【０１４１】
　この硬貨送込用方向変換通路14の受渡円板52により貯留ホッパ部13の硬貨繰出口12から
繰り出される硬貨を１枚ずつ区分け状態で硬貨識別分類通路15のベルト71に送り込むので
、硬貨識別分類通路15での識別や分岐などの処理を確実にできる。
【０１４２】
　この硬貨送込用方向変換通路14が、貯留ホッパ部13の硬貨繰出口12から機体11の幅方向
の一方側へ向けて繰り出される硬貨を方向変換して機体11の幅方向の他方側へ送り出す略
Ｕ字形に形成され、また、硬貨識別分類通路15の始端域が、機体11の幅方向の他方側へ向
かう通路域とされるので、硬貨送込用方向変換通路14および硬貨識別分類通路15の機体11
の幅方向における長さが短くなり、機体11の幅方向に小形にできる。
【０１４３】
　また、揺動付与手段117により、揺動レバー115に対して投出部材111を進退移動させる
投出用揺動と投出部材111で重積硬貨を振動させる振動用揺動とを与えるので、重積硬貨
に振動を付与するための専用のモータなどの構成が必要なく、構造が簡単で、小形かつ安
価にできる。
【０１４４】
　次に、図２５ないし図２７を参照して貯留ホッパ部13から硬貨識別分類通路15への硬貨
の繰出分離搬送動作について説明する。
【０１４５】
　図２５に示すように、傾斜円盤27の正転により、貯留ホッパ部13の下部域において硬貨
面保持部35に背面が保持される硬貨（C1）を硬貨周縁保持部34と硬貨掻上げ突起36との間
で１枚保持して傾斜円盤27の上部域に掻き上げ、硬貨繰出口12へ送り込む。
【０１４６】
　このとき、硬貨周縁保持部34と硬貨掻上げ突起36との間で複数枚の硬貨がブリッジ状に
重なって掻き上げられようとしても、硬貨周縁保持部34と硬貨掻上げ突起36との間には１
枚の硬貨のみが保持され、ブリッジ状に重なった硬貨は落下する。特に、円周方向の複数
の硬貨周縁保持部34間には滑落部40が設けられているため、ブリッジ状に重った硬貨が滑
落部40を通じて早い時点で確実に落下する。そのため、硬貨周縁保持部34と硬貨掻上げ突
起36との間に１枚の硬貨のみを保持して硬貨繰出口12へ送ることができ、硬貨繰出口12近
傍において硬貨周縁保持部34と硬貨掻上げ突起36との間に硬貨が詰まるのを防止できる。
【０１４７】
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　傾斜円盤27の上部域に掻き上げて硬貨繰出口12に送り込まれる硬貨（C2）を硬貨周縁保
持部34から硬貨ガイド部材42に受け取り、この硬貨ガイド部材42と硬貨掻上げ突起36との
間で硬貨を１枚保持して硬貨繰出口12から傾斜円盤27の周縁外方の硬貨送込用方向変換通
路14へ向けて繰り出す。
【０１４８】
　このとき、硬貨ガイド部材42の厚み方向規制ガイド部44により、厚み方向に多層状態で
送り込まれる硬貨を硬貨面保持部35に接する硬貨の１層にして硬貨送込用方向変換通路14
へ送るとともに残りの硬貨を滑落させるので、硬貨送込用方向変換通路14に硬貨を１枚ず
つ分離状態で搬送でき、硬貨繰出口12付近において硬貨詰まりが発生するのを防止できる
。また、厚み方向規制ガイド部44から滑落した硬貨を貯留ホッパ部13に受収するので、滑
落した硬貨も繰り出すことができる。
【０１４９】
　図２６に示すように、硬貨繰出口12から硬貨送込用方向変換通路14に繰り出す硬貨（C3
）を、硬貨掻上げ突起36から引き継いだ硬貨崩し突起39により硬貨ガイド部材42との間に
保持して繰り出す。そして、硬貨崩し突起39により硬貨ガイド部材42との間に保持して硬
貨繰出口12から硬貨送込用方向変換通路14に繰り出す硬貨（C4）を、受渡円板52の受渡突
起57に受け渡す。
【０１５０】
　このとき、傾斜円盤27から外方へ硬貨を繰り出す硬貨繰出口12に至る域、あるいは硬貨
繰出口12の近傍域などにおいて、硬貨ガイド部材42と硬貨掻上げ突起36との間で硬貨のブ
リッジが生じても、硬貨崩し突起39により硬貨のブリッジを崩すことができ、硬貨詰まり
を防止できる。また、受渡円板52の受渡突起57は、硬貨ガイド部材42との間に停滞する硬
貨を噛み込んでもばね付勢に抗して回転面部55内へ埋没可能とするため、硬貨詰まりを防
止できる。
【０１５１】
　図２７に示すように、硬貨送込用方向変換通路14に繰り出された硬貨（C5）を、受渡円
板52の受渡突起57で押しながら略Ｕ字形の硬貨送込用方向変換通路14に沿って搬送し、硬
貨C5の搬送方向を左方向から上方を通じて左方向に向かわせるように方向変換する。
【０１５２】
　受渡円板52の受渡突起57で押しながら硬貨識別分類通路15の始端域に搬送した硬貨（C6
）は、通路面51とベルト71との間でかつベルト71の長手方向の突起72間に入り込む。
【０１５３】
　受渡円板52の受渡突起57は硬貨識別分類通路15の始端域に硬貨（C7）を搬送した後にそ
の硬貨（C7）からから離反して次に硬貨繰出口12から繰り出される硬貨を受け取りにいく
。
【０１５４】
　受渡円板52の受渡突起57が離反した硬貨（C8）にベルト71の突起72が当接し、この突起
72で硬貨（C8）を押しながら硬貨識別分類通路15に沿って搬送する。
【０１５５】
　このように、傾斜円盤27の周縁外方位置において硬貨繰出口12に臨んで受渡円板52を設
け、この受渡円板52には傾斜円盤27の硬貨面保持部35と略面一で傾斜円盤27の回転軸線25
と平行な回転軸線53を中心に回転可能とする回転面部55を設け、この回転面部55における
回転軸線53からの所定半径域には回転面部55から前面側へ所定量突出するとともに回転面
部55側への押圧時に回転面部55内へ埋没可能とする少なくとも１個の受渡突起57を設ける
ことにより、この受渡突起57が硬貨繰出口12から繰り出される硬貨に当接してこの硬貨を
１枚ずつ分離状態で硬貨識別分類通路15へ向けて搬送するので、硬貨詰まりの発生を防止
でき、貯留ホッパ部13を大形化せずに硬貨収納量を増加できる。
【０１５６】
　また、受渡円板52を硬貨繰出口12と硬貨送込用方向変換通路と硬貨通路の入口近傍との
間に設け、この受渡円板52の受渡突起57で硬貨を硬貨識別分類通路15のベルト71へ１枚ず
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つ分離状態で送り込むので、ベルト71により硬貨を確実に１枚ずつ区分け状態で搬送でき
、硬貨識別分類通路15での硬貨の処理を確実にできる。
【０１５７】
　しかも、硬貨繰出口12と硬貨識別分類通路15の入口との間に硬貨送込用方向変換通路14
を設けたので、貯留ホッパ部13と硬貨識別分類通路15が機体11の幅方向に併置されること
がなく、貯留ホッパ部13の上部に硬貨識別分類通路15の一部を設けることができ、小形化
できる。
【０１５８】
　次に、図２８に第２の実施の形態を示す。
【０１５９】
　この実施の形態は硬貨掻上げ繰出突起部47の他の例であり、傾斜円盤27には、硬貨面保
持部35における回転軸線25である回転軸26からの第２の所定半径域r2から第３の所定半径
域r3の範囲に、半径方向に１つで傾斜円盤27の前面側へ最小硬貨厚みより小なる寸法突出
する突起部180が円周方向に所定ピッチで固定配置されている。このように各突起部180に
、硬貨掻上げ突起36と硬貨崩し突起39との両方の機能を一体に持たせている。
【０１６０】
　この突起部180に対応して、硬貨ガイド部材42の溝部43も径方向に１つ形成される。こ
の溝部43と傾斜円盤27の硬貨面保持部35との間隔ｔは、溝部43に硬貨が入り込まないよう
に、処理する最小硬貨厚みより小さい寸法に設定される。
【０１６１】
　次に、図２９に第３の実施の形態を示す。
【０１６２】
　この実施の形態も硬貨掻上げ繰出突起部47の他の例であり、傾斜円盤27には、硬貨面保
持部35における回転軸線25である回転軸26からの第２の所定半径域r2から第３の所定半径
域r3の範囲に、半径方向に３つで傾斜円盤27の前面側へ突出する突起部181が円周方向に
所定ピッチで固定配置されている。これら半径方向に３つの突起部181に、硬貨掻上げ突
起36と硬貨崩し突起39との両方の機能を持たせている。
【０１６３】
　この突起部181に対応して、硬貨ガイド部材42の溝部43も径方向に３つ形成される。こ
れら溝部43の幅は狭く、溝部43に硬貨が入り込むことはない。
【０１６４】
　なお、突起部181は半径方向に３つ以上設けてもよい。
【０１６５】
　次に、図３０に第４の実施の形態を示す。
【０１６６】
　傾斜円盤27には各硬貨掻上げ突起36および各硬貨崩し突起39が背部側から前面側に出没
可能とする孔部183が設けられ、傾斜円盤27の背面側には各硬貨掻上げ突起36および各硬
貨崩し突起39を支持して傾斜円盤27の前面側に突出させる板ばね184が配置されている。
【０１６７】
　傾斜円盤27の正転時に、硬貨と当接する硬貨掻上げ突起36や硬貨崩し突起39に無理な力
が加われば、板ばね184の付勢に抗して硬貨掻上げ突起36や硬貨崩し突起39が傾斜円盤27
の背面側に退避できるため、硬貨詰まりが発生するのを防止できる。
【０１６８】
　次に、図３１に第５の実施の形態を示す。
【０１６９】
　傾斜円盤27の前面側は硬貨面保持部35と面一な平面形状に形成され、硬貨周縁保持部34
は傾斜円盤27の前面側に突出する硬貨面保持突起186で形成され、滑落部40は円周方向の
硬貨面保持突起186間に形成されている。
【０１７０】
　次に、図３２および図３３に第６の実施の形態を示す。
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【０１７１】
　硬貨識別分類通路15の各金種別分岐部86には、通路面51に硬貨を分岐する開口部188が
形成され、この開口部188に硬貨を分岐する分岐部材189が配置されている。この分岐部材
189は、搬送方向の下流側を支点として上流側が通路内に進退可能とし、図示しないモー
タやソレノイドなどの駆動手段により、通路内に突出して搬送されてくる硬貨を開口部18
8内に取り込んで分岐する分岐位置と、開口部188内に退避して硬貨を通過させる退避位置
との間で揺動する。分岐部材189には、ベルト71との干渉防止のために切欠部190が形成さ
れている。
【０１７２】
　この金種別分岐部86の構造は、入金リジェクト硬貨分岐部84にも適用できる。入金リジ
ェクト硬貨分岐部84は、硬貨識別分類通路15の第１通路域65に配置してもよい。
【０１７３】
　なお、硬貨識別分類通路15の第２通路域67にのみに、入金リジェクト硬貨分岐部84およ
び各金種別分岐部86を配置してもよい。
【０１７４】
　なお、貯留ホッパ部13に関し、傾斜円盤27は、回転軸26を有する場合と有さない場合の
いずれでもよい。回転軸26を有さない場合は、傾斜円盤27の周縁に傾斜円盤27の位置決め
兼姿勢保持用の複数のローラと傾斜円盤27の回転用の駆動ローラとを設ける。
【０１７５】
　傾斜円盤27には、滑落部40を形成せず、硬貨周縁保持部34を円周方向の全域に形成して
もよい。
【０１７６】
　貯留ホッパ部13の開閉可能な可動ホッパ枠部30は、ホッパ枠28の下部域の場合に限らず
、ホッパ枠28の全域の場合でもよい。
【０１７７】
　入金硬貨返却の際の可動ホッパ枠部30の開放は、入金硬貨返却指令時に可動ホッパ枠部
30を開放姿勢にしても、入金硬貨返却指令時以前から可動ホッパ枠部30を開放姿勢にして
もよい。
【０１７８】
　また、硬貨送込用方向変換通路14の受渡円板52に関し、繰出口部12と硬貨識別分類通路
15の入口近傍に配置されていればよく、つまり、前記実施の形態のように繰出口部12と硬
貨識別分類通路15の入口内部との間に配置していても、あるいは、繰出口部12と硬貨識別
分類通路15の入口手前近傍に配置し、受渡円板52から放出される硬貨をガイド片などで斜
め下方へ少しスライド下降させた後に硬貨識別分類通路15のベルト71に送り込むようにし
てもよい。
【０１７９】
　また、硬貨識別分類通路15に関し、貯留ホッパ部13より上方域を機体11の幅方向の一方
側から他方側へ硬貨を搬送する第１通路域65について、前記実施の形態では、第１通路域
65の始端域が貯留ホッパ部13の上方域に設けられ、特に第１通路域65の始端域が貯留ホッ
パ部13の直上位置に設けられているが、これに限られるものではなく、貯留ホッパ部13の
上方で貯留ホッパ部13の直上位置からはずれた上方位置に第１通路域65の始端域を設けて
もよい。また、硬貨送込用方向変換通路14をなくし、貯留ホッパ部13の硬貨繰出口12に臨
ませ第１通路域65の始端を対向配置してもよい。
【０１８０】
　また、硬貨一括一時保留部18の放出手段19に関し、収納側への収納用放出口とこの収納
用放出口を開閉する収納用シャッタ、返却側への返却用放出口とこの返却用放出口を開閉
する返却用シャッタをそれぞれ備えてもよい。あるいは、硬貨一括一時保留部18の放出口
とシャッタとはそれぞれ１個ずつで、硬貨一括一時保留部18から放出される硬貨を受け入
れるシュートの途中に収納側と返却側とへの放出切換片を備えてもよい。さらには、硬貨
一括一時保留部18の放出口とシャッタとはそれぞれ１個ずつで、硬貨一括一時保留部18か
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ら放出される硬貨を受け入れるシュートの途中に、収納側への収納用放出口とこの収納用
放出口を開閉する収納用放出口シャッタ、返却側への返却用放出口とこの返却用放出口を
開閉する返却用放出口シャッタをそれぞれ備えてもよい。
【０１８１】
　また、貯留硬貨類繰出分離搬送装置は、硬貨入出金機のほか、硬貨入金機、硬貨分類機
などにも適用でき、さらに、遊技用のメダルやトークンなどを処理するメダル処理機やト
ークン処理機にも適用できる。
【０１８２】
　そして、硬貨類としては、硬貨に限らず、コインやトークンなども含まれる。
【図面の簡単な説明】
【０１８３】
【図１】本発明の一実施の形態を示す硬貨入出金機の内部構造を示す正面図である。
【図２】同上図１におけるＡ－Ａ矢視の断面図である。
【図３】同上硬貨入出金機の傾斜円盤が備える硬貨掻上げ突起を示し、(a)は断面図、(b)
は正面図である。
【図４】同上傾斜円盤の一部の断面図を示し、(a)は図１におけるＢ－Ｂ矢視の断面図、(
b)は図１におけるＤ－Ｄ矢視の断面図である。
【図５】同上傾斜円盤および硬貨ガイド部材の図１におけるＥ－Ｅ矢視の断面図である。
【図６】同上受渡円板の正面図である。
【図７】同上受渡円板の図６におけるＦ－Ｆ矢視の側面図である。
【図８】同上受渡円板の図６におけるＧ－Ｇ矢視の側面図である。
【図９】同上図１におけるＨ－Ｈ矢視の断面図を示し、(a)は硬貨を搬送していない場合
の断面図、(b)は正規硬貨の場合の断面図、(c)は異物の場合の断面図である。
【図１０】同上硬貨分類部が硬貨を分類する状態の断面図である。
【図１１】同上金種別硬貨重積投出部の断面図を示し、(a)は硬貨投出時の断面図、(b)は
硬貨への振動付与時の断面図である。
【図１２】同上金種別硬貨重積投出部の平面図である。
【図１３】同上金種別硬貨重積投出部の金種別収納部の底面部材の斜視図である。
【図１４】同図１の上硬貨入出金機を右側面側から見た側面図であって、硬貨一括一時保
留部での硬貨一時保留から硬貨一括収納部への硬貨放出を示す側面図である。
【図１５】同上図１の上硬貨入出金機を右側面側から見た側面図であって、硬貨一括一時
保留部での硬貨一時保留から貯留ホッパ部への硬貨放出を示す側面図である。
【図１６】同上硬貨入出金機の制御のブロック図である。
【図１７】同上硬貨入出金機の入金計数から一時保留までの処理の説明図である。
【図１８】同上硬貨入出金機の入金返却の処理の説明図である。
【図１９】同上硬貨入出金機の入金非還流収納の処理の説明図である。
【図２０】同上硬貨入出金機の入金還流収納の処理の説明図である。
【図２１】同上硬貨入出金機の出金計数から一時保留までの処理の説明図である。
【図２２】同上硬貨入出金機の出金放出の処理の説明図である。
【図２３】同上硬貨入出金機の装填計数および補充計数の処理の説明図である。
【図２４】同上硬貨入出金機の回収の処理の説明図である。
【図２５】同上貯留ホッパ部から硬貨識別分類通路への硬貨の繰出動作を説明する説明図
である。
【図２６】同上図２５に続く貯留ホッパ部から硬貨識別分類通路への硬貨の繰出動作を説
明する説明図である。
【図２７】同上図２６に続く貯留ホッパ部から硬貨識別分類通路への硬貨の繰出動作を説
明する説明図である。
【図２８】第２の実施の形態の傾斜円盤および硬貨ガイド部材を示し、(a)は正面図、(b)
は断面図である。
【図２９】第３の実施の形態の傾斜円盤および硬貨ガイド部材を示し、(a)は正面図、(b)
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【図３０】第４の実施の形態を示す傾斜円盤の硬貨掻上げ突起の側面図である。
【図３１】第５の実施の形態を示す傾斜円盤を示し、(a)は正面図、(b)は(a)のＩ－Ｉ矢
視の断面図である。
【図３２】第６の実施の形態を示す硬貨識別分類通路の金種別分岐部の斜視図である。
【図３３】同上硬貨識別分類通路の正面図である。
【符号の説明】
【０１８４】
　11　　機体
　12　　硬貨類繰出口としての硬貨繰出口
　13　　貯留ホッパ部
　14　　硬貨類送込用方向変換通路としての硬貨送込用方向変換通路
　15　　硬貨類通路としての硬貨識別分類通路
　25　　回転軸線
　27　　傾斜円盤
　28　　ホッパ枠
　34　　硬貨類周縁保持部としての硬貨周縁保持部
　35　　硬貨類面保持部としての硬貨面保持部
　36　　硬貨類掻上げ突起としての硬貨掻上げ突起
　39　　硬貨類崩し突起としての硬貨崩し突起
　40　　滑落部
　42　　硬貨類ガイド部材としての硬貨ガイド部材
　44　　厚み方向規制ガイド部
　47　　硬貨類掻上げ繰出突起部としての硬貨掻上げ繰出突起部
　52　　受渡円板
　53　　回転軸線
　55　　回転面部
　57　　受渡突起
　65　　第１通路域
　66　　折返し通路域
　67　　第２通路域
　70　　硬貨類搬送体としての硬貨搬送体
　79　　異物分離部
　80　　硬貨類識別部としての硬貨識別部
　86　　種類別硬貨類分岐部としての金種別分岐部
　Ｃ　　硬貨類としての硬貨
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